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C O N T E N T S

福祉だより
信州
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介
護
や
福
祉
の
現
場
で
働
い
た
経
験
を
生
か
し
、

県
社
協
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
応
援
を
し
た
い

福
祉
の
枠
を
超
え
て
様
々
な
分
野
の
人
た
ち
と

〝
地
域
の
未
来
〞を
考
え
て
い
き
た
い

介護の仕事は、とにかくネガティブなイメージ
を持たれることが多いですが、実際に働くと、
高齢者と一緒に生活し、ひとりひとりに寄り添
いながら食事や運動など身の周りのお手伝い
をすることがとても楽しくやりがいがあると
感じました。これは、将来仕事を決める多くの
若い人にぜひ知っていただきたいです。福祉の
仕事はお互いを思いやり、支え合う醍醐味があ
ります。それに、私は現場の介護職をとても尊
敬しているので、県社協でそうした人たちを支
える取り組みができたらうれしいですね。

福祉というと高齢者や障がい者をイメージし
がちですが、福祉は「ふだんのくらしのしあわ
せ」を考えていくことです。そのためには、各
組織が協働し、個々の福祉課題を地域全体で
考えていくことが大切です。今年度は教育委
員会主催の研修会で話をし、協働へのきっか
けづくりも進めています。それにより地域側
と教育側の視点を生かした面白い事業ができ
るのではないかと期待しています。これから
も福祉以外の組織とも一緒に、さまざまな取
り組みを展開していきたいです。

新潟県出身。福祉系大学を卒業し、
社会福祉士の資格を取得。新潟県
の介護施設や地域包括支援セン
ターで働き、結婚を機に長野市に移
住して、平成29年4月に長野県社
協入職。県内の住民参加型在宅福
祉サービスに取り組む団体のネット
ワークづくりの担当として活動推進
と資質向上を目指し働いています。

佐久市出身。大学で心理学を学んで
いたが、出身の長野県で人の役に立
つ仕事をしたい思いから、福祉を学べ
る長野大学社会福祉学部に編入。社
会福祉士、精神保健福祉士の資格を
取得。平成26年4月、長野県社協に
入職。現在は長野県のボランティア
や地域活動の周知のほか、小中学校
や地域での福祉教育の推進に従事。

地域全体で福祉を考える時代へやりがいと魅力溢れる福祉の仕事

毎号福祉の現場で活躍する若手スタッフを
ご紹介します。

ちゃん

長野県社会福祉協議会
地域福祉部 

齊藤　舞さん

清水瑞樹さん

webでも
ご覧になれます

市
町
村
社
協
と
連
携
し
、県
域
で
の
地

域
福
祉
の
充
実
を
め
ざ
す
長
野
県

社
協
。福
祉
関
係
者
へ
の
研
修
や
各
市
町
村

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、福

祉
教
育
の
推
進
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
県
社
協
で
活
躍
す
る
清
水
さ

ん
と
齊
藤
さ
ん
。今
年
４
月
か
ら
働
く
清
水

さ
ん
は
、介
護
施
設
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
勤
務
を
経
て
、も
っ
と
広
く
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
、障
が
い
を
持
っ
た
方
ま
で

関
わ
れ
る
社
協
の
仕
事
に
魅
力
を
感
じ
て

入
職
を
決
め
ま
し
た
。

　
「
県
社
協
は
市
町
村
社
協
や
地
域
を
応
援

で
き
る
立
場
な
の
で
、私
は
介
護
や
福
祉
の

現
場
で
の
経
験
を
生
か
し
、い
ろ
い
ろ
な
市

町
村
社
協
と
つ
な
が
っ
て
ニ
ー
ズ
を
聞
く
こ

と
で
、現
場
で
は
で
き
な
い
仕
組
み
づ
く
り

が
で
き
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
の
た
め
に
も
、も
っ
と
地
域
に
入
っ
て

多
く
の
人
と
出
会
い
た
い
と
話
す
清
水
さ

ん
。現
場
で
働
く
人
の
気
持
ち
に
も
共
感
で

き
る
清
水
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
せ
る
、

新
た
な
視
点
や
取
り
組
み
が
き
っ
と
あ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
そ
ん
な
清
水
さ
ん
の
先
輩
で
あ
る
齊
藤

さ
ん
は
、社
協
の
仕
事
の
魅
力
を「
制
度
で

は
対
応
で
き
な
い
困
り
ご
と
を
抱
え
た
人

に
対
し
、寄
り
添
い
、仕
組
み
を
創
造
し
て

い
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、研
修

を
通
し
て
、新
た
な
取
り
組
み
へ
の
き
っ
か

け
を
提
供
で
き
る
の
は
や
り
が
い
で
す
」と

福祉教育の担当として講師を務めたり、福祉を身近に感じてもらえるよう年2
回のボランティア新聞を制作する齊藤さん。「福祉教育を通じて、生まれ育った
町をよりよくするために何ができるかを考えるきっかけ作りも行っています」と
話します。新人の清水さんは市町村社協を回り、地域活動を勉強中。「皆さん、
熱い気持ちをもって生き生きと活動をされているので元気をもらっています」

話
し
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、仕
事
の
上
で

心
が
け
て
い
る
の
は「
市
町
村
社
協
の
先
に

住
民
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、現
場
の
方
々

が
よ
り
よ
く
動
け
る
よ
う
県
社
協
と
し
て

支
援
し
て
い
く
」こ
と
。

　
「
地
域
の
最
前
線
で
活
動
し
て
い
る
現
場

の
方
々
の
声
を
聴
き
、誰
の
た
め
、何
の
た

め
の
取
り
組
み
か
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
し

た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、気
軽
に
話
せ

る
県
社
協
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」 

　

そ
う
し
た
思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、

県
内
社
協
の
若
手
職
員
同
士
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る「
若
手
会
」を
結
成
し
た
齊
藤
さ

ん
。人
と
人
と
の
魅
力
的
な
結
び
つ
き
は
、

き
っ
と
活
力
と
優
し
さ
に
満
ち
た
社
会
の

創
造
に
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

齊藤　舞さん清水瑞樹さん
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民
生
委
員
制
度
は
、大
正
6
年
に
岡
山
県

で
創
設
さ
れ
た「
済
世
顧
問
制
度
」か
ら
数
え

て
、本
年
で
1
0
0
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。ま
た
、民
生
委
員
が
兼
ね
て
い
る
児
童

委
員
の
制
度
も
70
周
年
と
な
り
ま
す
。

　

民
生
委
員・
児
童
委
員
の
活
動
は
、
そ
の

時
々
の
時
代
背
景
を
映
し
な
が
ら
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。
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児
童
委
員
の
行
政
等
へ
の
協
力
の
在
り
方
や

そ
こ
で
必
要
と
な
る
情
報
共
有
等
に
つ
い
て

関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

　
県
内
、県
外
民
児
協
や
広
域
で
の
民
児
協

と
の
交
換
研
修
の
促
進
を
図
る
た
め
、交
換

研
修
等
を
実
施
し
た
民
児
協
に
対
し
て
引
き

続
き
助
成
金
の
交
付
を
行
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
の

推
進 

地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
活
動
の
推
進

生
活
困
窮
世
帯（
生
活
困
窮
家
庭
）

へ
の
相
談
支
援
活
動
の
推
進

単
位
民
児
協
の

組
織
強
化
の
推
進

地
域
社
会
で
の
孤
立
・
孤
独
を

な
く
す
運
動
の
推
進
【
図
１
】 

■
事
業
の
重
点

≪平成29年度／研修日程≫ ■民生委員・児童委員研修

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に

民
生
委
員
制
度
創
設
か
ら
１
０
０
周
年

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進

6 1
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■長野県の民生委員実数（平成29年4月1日現在）
　5,248名

■�年間の総訪問・活動件数（平成28年度、中核市の長野市を除く）　　
約128万件

■一人当たりの活動状況（平成28年度、中核市の長野市を除く）
≪担当区域≫ 市　部（人口10万人以上）187～211世帯
　  　　　　市　部（人口10万人未満）118～207世帯
　　　　　　町村部　　　　　　　　  68～238世帯

　
民
生
委
員・児
童
委
員
な
ら
び
に
単
位
民
児

協
に
お
け
る
課
題
を
整
理・検
討
し
、民
生
委

員・児
童
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
と

と
も
に
民
生
委
員・児
童
委
員
の「
な
り
手
」確

保
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　　
平
成
28
年
12
月
に
、全
国
23
万
人
に
及
ぶ

民
生
委
員・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　
長
野
県
全
体
で
は
、新
た
に
５
，２
４
８
名

（
内
２
，９
９
０
名
＝
約
57
％
が
新
任
）が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
も
、各
単
位
民
児

協
で
は
、会
長
を
は
じ
め
民
生
委
員・児
童
委

員
の
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に
お
け
る
様
々
な
福

祉
課
題
、生
活
課
題
の
実
情
把
握
に
日
々
向
き

合
っ
て
き
ま
し
た
。　

　
長
野
県
の
統
計
に
よ
る
と
、平
成
28
年
度

の
民
生
委
員・児
童
委
員
の
一
人
当
た
り
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
、年
間
の
訪
問
や
活
動
件
数

　

全
国
各
地
に
お
い
て
土
砂
災
害
、
噴
火
、

風
水
害
、地
震
な
ど
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、様
々
な
生
活
課
題
を
有
す
る
住
民
の

円
滑
な
避
難
や
安
否
確
認
、そ
の
後
の
避
難

生
活
を
支
え
る
た
め
の
相
談
支
援
を
は
じ
め

行
政
機
関
や
地
域
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、

災
害
時
要
援
護
者
支
援
活
動
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

■
会
長
研
修

○�

平
成
29
年
9
月
4
日（
月
）

　（
東
北
信
会
場
／
長
野
県
自
治
会
館
）

○
平
成
29
年
9
月
12
日（
火
）

　（
中
南
信
会
場
／
松
本
市
浅
間
温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
）

■
主
任
児
童
委
員
研
修

○
平
成
29
年
9
月
5
日（
火
）

　（
東
北
信
会
場
／
長
野
県
自
治
会
館
）

○
平
成
29
年
10
月
10
日（
火
）

　（
中
南
信
会
場
／
長
野
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
）

　
長
野
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
連
合

会（
以
下「
県
民
児
連
」と
い
う
。）で
は
、「
広

げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
」を
活

動
テ
ー
マ
に
据
え
、
昨
年
９
月
の「
長
野
県

民
生
児
童
委
員
大
会
」に
お
い
て
採
択
さ
れ

た
６
つ
の
大
会
宣
言
を
基
調
と
し
た
事
業
計

画
を
定
め
、新
た
な
１
０
０
年
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

【表1】民生委員・児童委員の活動状況（平成28年度実績／県地域福祉課）

「民生委員・児童委員100周年」
シンボルマーク

【グラフ1】一人当たりの年間活動状況（平成28年度実績／県地域福祉課）

【写真2】研修講師の泉 惠造 氏（写真左）と伊藤会長

【写真1】「つなぐ」を手にする
伊藤篤志県民児連会長

配達員等

個人宅

長野県民生委員
児童委員協議会連合会

市町村

民間事業者等県 協定締結協定締結

②担当窓口に連絡

③安否確認

③安否確認

業務で訪問

緊急を要する場合

①異変を
察知した場合

警察署・消防署（110番・119番）

協力要請

民生委員・児童委員

期　日 会　場 参集範囲

北信会場
１期目 平成29年10月23日（月）

長野市芸術館
埴科郡、上高井郡、下高井郡、上水内郡、下水内郡、
長野市、須坂市、中野市、飯山市、千曲市２期目以上 平成29年11月06日（月）

東信会場
１期目 平成29年10月11日（水）

佐久市コスモホール
南佐久郡、北佐久郡、小県郡、上田市、小諸市、
佐久市、東御市２期目以上 平成29年11月14日（火）

中信会場
１期目 平成29年11月17日（金）

キッセイ文化ホール
木曽郡、東筑摩郡、北安曇郡、松本市、塩尻市、
安曇野市、大町市２期目以上 平成29年11月16日（木）

南信会場
１期目 平成29年10月12日（木） 長野県伊那文化会館 諏訪郡、上伊那郡、下伊那郡、諏訪市、茅野市、

岡谷市、伊那市、駒ケ根市、飯田市２期目以上  平成29年11月15日（水） 駒ケ根市文化会館

県
社
協
か
ら
の
イ
チ
オ
シ
情
報

　
長
野
県
と
締
結
し
た「
長
野
県
地
域
見
守

り
活
動
に
関
す
る
協
定
」に
基
づ
き
、協
定
締

結
事
業
者
か
ら
の
連
絡
を
受
け
た
市
町
村
と

必
要
に
応
じ
て
連
携
し
、安
否
確
認
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、日
常
の
相

談・見
守
り
活
動
と
と
も
に
、行
政
や
地
域
の

関
係
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
住
民
互
助
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
児
童
虐
待
や
犯
罪
被
害
等
か
ら
子
ど
も
を

守
り
、孤
立
し
た
子
育
て・孤
独
な
子
育
て
を

な
く
す
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。こ
の
た
め

児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
が
連
携
し
、地

域
で
子
ど
も
を
育
て
る
機
運
の
醸
成
を
図
る

た
め
、主
任
児
童
委
員
を
対
象
と
し
た「
子
育

て
支
援
を
語
る
つ
ど
い
」を
開
催
し
ま
す
。

　
誰
も
が
生
活
困
窮
に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
社

会
の
中
、生
活
に
困
っ
て
い
る
方
が
自
立
す

る
た
め
の
支
援
が
急
が
れ
て
お
り
、生
活
困

窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
民
生
委
員・

は
、延
べ
２
９
２
件
で
活
動
日
数
は
、１
２
８

日
に
達
し
て
い
ま
す
。（
活
動
内
容
は【
グ
ラ

フ
１
】）

　
県
民
児
連
で
は
、長
野
県
民
生
児
童
委
員
だ

よ
り「
つ
な
ぐ
」を
年
４
回
発
行
し【
写
真
１
】、

全
て
の
民
生
委
員・児
童
委
員
に
配
布
し
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、４
名
の
編
集
委
員
が
資
料
収

集
や
編
集
方
針
に
つ
い
て
会
議
を
重
ね
な
が

ら
、国
の
政
策
動
向
の
特
集
や
県
内
各
地
の
活

動
状
況
な
ど
を
多
く
の
写
真
を
交
え
て
紹
介

し
て
い
る
も
の
で
す
。　

【図1】高齢者等の地域見守り活動（しあわせ信州見守り活動）の協力体制のイメージ（県地域福祉課）

地域福祉活動・自主活動

行事・会議等への参加

相談・支援

調査・実態把握

民児協運営・研修

証明事務

要保護児童の発見と通知

≪活動内容≫
0 10 20 30 40

33

32

25

25

24

2

0.2

（件）

　
さ
ら
に
、県
民
児
連
で
は
、１
０
０
周
年
事

業
と
し
て
記
念
誌
の
作
成
を
進
め
足
跡
を
振

り
返
り
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
を
見

据
え
て
い
ま
す
。

　
国
が
掲
げ
る「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に

向
け
た「
我
が
事・丸
ご
と
」の
考
え
は
、こ
れ

ま
で
の
民
生
委
員・児
童
委
員
活
動
そ
の
も
の

と
言
え
ま
す
。
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日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成29年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,320万円 1,800万円
1,320万円
（限度額）

1,800万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

〈SJNK16-16921　2017.2.3 作成〉

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成29年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

◆ 29年度新設 看護師の賠償責任補償（プラン1-①オプション2）

〈SJNK16-16919 2017.2.3作成〉

長野県社会福祉協議会の新役員紹介 ～後半～

平成29年6月20日の評議員会で選任されました、新役員を紹介します。

福祉職能団体と社会福祉協議会が連携し地域共生社会の実現を！
福祉職能団体は、「我が事・丸ごと」の地域づくり、地域共生社会の実現や大規模災害時における福
祉災害支援等について、県社協及び市町村社協等と連携を図りながら取組む必要性を感じていま
す。福祉専門職の立場を意識しながら理事の役割を果たしたいと思います。

青柳與昌 理事
長野県社会福祉士会

小口利幸 副会長
所属
長野県市長会

内山二郎 理事
所属
長野県長寿開発センタ－

青柳與昌 理事
所属
長野県社会福祉士会

中田富雄 理事
所属
岡谷市社会福祉協議会

三井哲 監事
所属
長野経済研究所

青木一浩 監事
所属
須坂市社会福祉協議会

W E B  I N F O R M A T I O N
　県内２３か所の生活就労支援センター『まいさぽ』では、生

活や就労などにお困りの方に総合的な支援を行っています。

　各まいさぽ支援員は、階層別・テーマ別等の研修にて支援

スキルを高めているほか、定期的に発行する『まいさぽレター』

により、身近でスピーディーに支援に関する必要な実務の基

本や関係機関の情報等を取得しています。

　また、まいさぽ支援員だけではなく、行政、社協、民生委員

など関係する皆さんに、生活困窮者自立支援制度や地域福祉

施策の今後の動向である地域共生社会の実現に向けた取り

組みを考えてもらうため、「地域の福祉力強化推進セミナー」

を開催しました。

　ホームページでは、「まいさぽレター特別号」として、このセ

ミナーの内容を紹介していますのでご覧ください。

http://www.nsyakyo.or.jp/modules/
life_contents/index4_4_32_p1126.
html#p1126

連絡先／長野県社会福祉協議会
相談事業部自立支援グループ
TEL�026-226-2035

「地域の福祉力強化推進セミナー」（まいさぽレター特別号）をご覧いただけます。

webでも
ご覧になれます
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今年からお手頃サイズの「小丸バウム」も始
めました。ふんわり・もっちり・しっとりの新食
感の「そば～む」を、ぜひお買い求めください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部�総務グループ
TEL�026-228-4244　FAX�026-228-0130
E-mail�soumu@nsyakyo.or.jp

● 平成29年度介護支援専門員実習指導者養成研修
　日程／平成29年9月15日（金）10:00 ～ 16:30（予定）
　会場／長野県総合教育センター（塩尻市）
　応募締切／平成29年7月28日（金）
　受講料／ 3,000円
　問合せ先／社会福祉法人長野県社会協議会 福祉人材部研修グループ
　TEL ／ 026-226-2000

● 平成29年度(第24回)ボランティア活動助成
　問い合わせ先／公益財団法人 大和証券福祉財団
　応募締切／平成29年9月15日（金）
　TEL ／ 03-5253-1111（内線4826）
　URL ／ http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
　　　　  bunya/0000170824.html  

● 平成29年度子ども・子育て支援推進調査研究事業に係る二次公募
　問い合わせ先／厚生労働省子ども家庭局総務課少子化
　総合対策室研修・研究助成係
　応募締切／平成29年8月10日（木）
　TEL ／ 03-5253-11111
　URL ／ http://shourikikouseikai.or.jp/works/kanja/doc.html

●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へお寄せください。

しあわせの重ね焼き 信州そば～む
県社協からのお知らせ

新着助成金情報

男性と地域のつながりづくり

webでも
ご覧になれます

　木島平村にある男倶楽部は、文字通り男性だけのグループで、男性シ

ルバー世代の心身の健康と生きがいづくりを目的に活動しています。メ

ンバーはおおむね60歳以上の方がほとんどで、村祭りでのうどん販売や

マレットゴルフなど、自らの趣味を生かした活動を楽しみながら行って

います。

　自分たちがやりたいことをやりたいときにやる、ボランティア活動を

強制しないなどをモットーに今年で活動10年目を迎えます。メンバー間

の交流のほか、他団体との交流も積極的に行っています。

　メンバーには村外からの移住者も多いことも特徴です。その人の趣味

を地域に見せる場として、この男倶楽部があり、男性と地域を結ぶきっ

かけになっています。

連絡先／下高井郡木島平村往郷908-3  木島平村社会福祉協議会
TEL 0269-82-4888　FAX0269-82-4344

上：村祭りでのうどんは大人気商品です。
右：タケノコ採りなど交流も盛んです。

今月の逸品

社会福祉法人しあわせ�クロスロードあおき�
長野県小県郡青木村田沢3238-4� �
TEL�0268-49-0604　FAX�0268-75-8057

webでも
ご覧になれます

　 公募展『ザワメキアート展２０１６』で選ば
れた作者の一人である。作者専用の机には
いろんな色の絵の具が置かれており、それ
らの絵の具を混ぜては自分なりに納得する
色を決めながら絵を描いている。また実家
には膨大な量の色見本が作られているらし
い。そして、その根拠は不明だがある時期
は『こんな色』とこだわりがあり、着ている服
や、絵に使われる色に表れる。色を探求す
るその姿勢には頭が下がる。作者の机の上
の壁に飾られていたのが今回紹介する絵だ

が、作者に聞いてもこの絵はいつ描いたのか、タイトルは？と聞いても首をかしげるばか
りだ。おそらく何かの雑誌のグラビアを見ながら描いたのだろう。明るい陽光が降り注ぐ
風景だが、そこにはどこか不安を掻き立てる何かを感じさせる何ともシュールな絵だ。

『無題』
矢島慎一郎（やじましんいちろう）
1973年生　上田市在住

公募展『ザワメキアート展２０１６』で選ば
れた作者の一人である。作者専用の机には
いろんな色の絵の具が置かれており、それ

色を決めながら絵を描いている。また実家
には膨大な量の色見本が作られているらし
い。そして、その根拠は不明だがある時期
は『こんな色』とこだわりがあり、着ている服
や、絵に使われる色に表れる。色を探求す
るその姿勢には頭が下がる。作者の机の上
の壁に飾られていたのが今回紹介する絵だ

矢島慎一郎
1973年生　上田市在住


